
 

 
 

令和６年３月１２日 
国土交通省関東地方整備局 

防災室 
 

能登半島地震を踏まえた災害対応検討ワーキンググループを 
設置します 

〜関東地方整備局管内における円滑な災害対応に向けて〜 
 

関東地方整備局管内における災害対応の検討を行うため、能登半島地震を踏まえた災害対
応検討ワーキンググループを設置します。 

 

 令和６年１月１日に発生した令和６年能登半島地震では、能登半島をはじめ北陸地方におい
て甚大な被害をもたらし、関東地方整備局としても鋭意、復興に向けて支援を継続しているとこ
ろです。 

この度、関東地方において同様な厳しい条件下での地震災害が発生した場合に、関東地方整備
局として円滑な災害対応を行うための方策を検討することを目的とする「能登半島地震を踏ま
えた災害対応検討ワーキンググループ」を設置することとなりました。 
 令和６年度からの検討に向けて、検討内容や枠組み等の必要な準備並びに調整を進めてまい
ります。 
 詳細につきましては、別紙をご覧ください。 
 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、埼玉県政記者クラブ 

＜問い合わせ先＞  
関東地方整備局 統括防災グループ 
電話：０４８−６０１−３１５１（代表） FAX：０４８−６００−１３７６ 
防災室 室⻑   ⻘⽊ 孝夫（あおき たかお）   （内線：２１５１） 
防災室 課⻑補佐 岩崎 史明（いわさき ふみあき） （内線：２１５５） 

 



別紙１

能登半島地震を踏まえた災害対応の検討（案）

設置の趣旨
令和6年1月1日に発生した能登半島地震では、その社会的条件や地理的条
件から被災地の現状把握、災害対応の初動、自治体支援活動等において、
様々な課題が見られた。
このため、関東地方において、同様な厳しい条件下での地震災害が発生し
た場合に、関東地方整備局として円滑な災害対応を行うための方策を検討
することを目的に、「能登半島地震を踏まえた災害対応検討ワーキンググ
ループ」を設置する。

検討内容

モデルケースとして房総半島を設定し、以下の項目について検討する。
○ 令和６年能登半島地震における被災の特徴や対応の教訓・課題の整理。
○ 房総半島の地理的特徴、施設分布や防災体制、地震による被害等の整理。
○ 関東地方整備局の災害対応への反映等。
等

進め方

令和６年３月にワーキンググループを設置し、防災関係機関と連携を図り
ながら検討を進め（※）、災害対応についてとりまとめを行い、適宜反映
していく。
※検討に当たっては、北陸地方整備局の災害対応報告を参考にする。

令和６年度の検討に向けて関係機関との調整を行う。
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